
 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
医療法人石井会石井病院 

 

 
 
 

所 在 地：伊勢崎市波志江町１１５２番地 

労働者数：２９７名（女性２２３名、男性７４名） 

事業内容：一般急性期医療を主とする病院運営 

代 表 者：院長 坂平 憲二 

 

看護師の確保に向けた子育て支援 

坂平院長 

安心して子育てができる環境づくり 

事業所内保育施設「さくらんぼ保育室」の様子 

 

看護師の確保が困難な状況のなかで、当院でも多くの

看護師を確保するために、働きやすい職場環境づくりの

整備は必須でした。何か採用活動を行ううえで、求職者

に対してＰＲできることはないか？離職者を減らせな

いか？また、女性が約７割を占めている職場環境ですの

で、妊娠出産による退職者を減らしたいといったことも

あり、院内保育施設の運営と一般事業主行動計画を策定

し、群馬労働局へ申請を行いました。 

 

働きたくても、育児との両立が難しい…。そんな職員のために、平成２３年に事業所内保育施設「さくらん

ぼ保育室」の運営を開始しました。安心して子育てができる環境を整備しています。 

 

質の高い医療を目指すため、スタッフの「休暇の取りやすさ」にも心配りをしており、リフレッシュ休暇の

取得も促進しています。 
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石井病院の概要を紹介します。 

 

 
 

 

・診療科目は、内科、腎臓内科、呼吸器科、消化器科、循環器科、リウマチ科、外科、肛門科、形成外科、整形外

科、皮膚科、アレルギー科、麻酔科（ペインクリニック）、眼科、リハビリテーション科です。 

・病床数は１８８床（一般急性期病棟１４５床、回復期リハビリテーション病棟４３床）で、早期離床・早期社会復帰を

目指したチーム医療を実践します。 

・土曜日・日曜日にも外来を実施し、二次救急指定病院として、救急患者への対応は２４時間体制で受け入れています。 

育児・介護休業制度の概要及び実績  
 

 
・育児休業…女性が１４名取得（取得率１００％）。原則として子が１歳に達するまで、特別な事情があれば

１歳６か月まで取得可能。 

・育児短時間勤務制度…子が３歳に達するまで利用可能。利用者は女性１名。 

・子の看護休暇…子が小学校に入学するまで、病気等の看護のため、子が１人の場合は年５日間、２人以

上の場合は年１０日間取得可能。給与は全額支給。男性２名、女性１０名が取得。 

・事業所内保育施設…子が小学校に入学するまで利用可能。定員１０名で、利用者は月極９名、一時保育

登録者１２名。 

・介護休業及び介護短時間勤務…要介護状態の家族介護のため、通算９３日間利用可能。 

※ 取得率等のデータは、平成２３年４月～平成２５年３月までの実績 

育児休業からの円滑な職場復帰に向けた配慮 

「イクメン」を増やすための取組み 

事業所内保育施設の利用者 

 

 

子の看護休暇の取得日は有給としており、これまで

２名の男性が取得しました。男性の育児参加の促進につ

いては、院内報による周知や、育児に関する相談窓口の

設置等により、法人として後押ししています。 
 

（子の看護休暇を取得した男性からのコメント） 

共働きをしているため、子供が病気になったときに、

妻がどうしても休めない日には、子の看護休暇を取得さ

せてもらいました。 

 

現在、復帰直前に行う研修内容等を検討中ですが、

代替要員についてはその期間なるべく配置させるよう

にしています。また、年に 4回発行している院内広報誌

を作成した際には、産休・育休を取得している職員に郵

送し、情報提供を行っています。 
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くるみんマークの活用（病院見学会用資料、広報誌） 

 
    

 

 石井病院は、働き方の見直しを進めています。 

 
 

                   
 

 

これから力を入れていく取組み 

 

くるみんマークを人材確保に活用 

年次有給休暇の取得促進 
 

・取得率を衛生委員会で情報共有し、積極的に取

得するよう所属長を通じて周知しています。 

・リフレッシュ休暇として、誕生日や記念日等に

休暇を取得することも促進しています。 

平成 25 年 4 月 26 日に認定マーク『くるみん』を取得して、院外広報誌への掲載、ハローワークの求人票へ

の表示、就職説明会時での PR 等を現在行っております。今後は更に『くるみんマーク』を幅広く活用してい

きたいと思っております。そのためにも、職員が働きやすい職場環境を常に考えていけたらと思います。 

くるみんマーク自体をまだ周知させていないこともあ

るため、院内はもちろんのこと、幅広く外部に対しても

アピールをしていくことで十分な活用ができたらと考

えています。 

 

また、平成２５年度から２年間は、子の看護休暇制度

を更に周知させ男女問わず取得できるような環境作り

と、年次有給休暇の取得促進を図っていきたいと考えて

います。 

 

時間外労働の削減 
 

・時間外労働の多い職員の情報について衛生委

員会で共有し、削減に向けた対策を検討していま

す。また、部署によっては、週１日ノー残業デイを

設定し、定時には帰宅するようにしています。 

医療業界への就職・転職・再就職を考えている方へのメッセージ 

当院では、妊娠出産を機に仕事を辞める職員は少なく、育児休業の取得率も 100％でした。職場

復帰後は、職員の希望を踏まえて勤務形態を変更したり、育児休業終了日前に復帰する職員に対

しては育児時間を与えるなど、安心して職員が働ける職場環境を考えています。 

今後もワークライフバランスを積極的に推進し、職員が末永く働き続けることができる職場を

目指していきます。 
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